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「「「「地域地域地域地域のののの魅力を魅力を魅力を魅力を教えてください教えてください教えてください教えてください！！！！」」」」    

北斗北斗北斗北斗地区地区地区地区    第第第第２２２２回目に話し合った内容回目に話し合った内容回目に話し合った内容回目に話し合った内容（（（（2018.12.112018.12.112018.12.112018.12.11））））    
 

 

  

 

 

【ヒト】 

■祭り乙女（料理を準備するなど公民館活動を盛り上げている） 

■島中さん一座（文化祭）や芸達者な方たち 

■折り紙の名人 

■山菜とりの名人 

■木工クラフト森風社さん 

■理美容室の皆さん 

■グローバルセンチュリーファームさん 

⇒ 北斗地区の農業・雇用・地域活性化など、これからの地域の核となる存在と

して期待が大きい 

 

【モノ】 

■景色・農村ビュースポット（大雪山と水田、四季の水田の変化、夕陽のなかの農作業

風景、白鳥、虹、星空、北斗神社の桜など‥）写真撮影に訪れる人あり！ 

⇒ 大雪山なども見渡せる北斗ならではの特色を生かし、北斗エリア全体で、

景色の良さを打ち出していくことで、新しい魅力や展開ができる。 

■北斗神社（かつて地域の人たちが植えた桜がきれい） 

⇒ きれいなので、花見などで人が見に来てほしい。春の農作業で忙しい時期だ

が、地域の皆で花見を楽しむこともできるのでは。昔、地域の人の手で植え

ている経緯を伝承していき、より身近に感じてほしい。 

■住民センター横グラウンド（何かに活用できそう！） 

⇒ グラウンドはトイレや水飲みもあり、フェンスあるのでボール遊びも可。

北斗の子どもは、スクールバスで帰宅後に親の送迎で鷹栖市街地に遊びに

行くことがあるが、逆に市街地からも目いっぱい遊べる場として子どもが

訪れる場になれば。まずは小さなイベントを企画して子どもを集め、自由

に利用して良いんだということを広く知ってもらう。 

■農産物（米、麦、トマト、きゅうり、ブルーベリージャム） 

■水田、畑、田んぼの生き物 

■松田商店 



■グラスファームのラベンダー 

⇒ 鷹栖町産のラベンダーを知ってもらえる取り組みを。 

■四季の里、花かいどう 

⇒ 各自で自慢の漬物や一品を持ち寄ってワイワイできる 

⇒ 既存の施設を活用して、買い物を少し便利にしたり、地域のものを持ちよっ

てのフリーマーケットの開催 

■山恵、月のうさぎ、とわ北斗、ワイン用ぶどう畑（ロッキーランド） 

⇒ 例えば月のうさぎさんのパンと共生会さんのワインでおしゃれなパーティ

ーを開催するなど、地域のものをつないでイベント。 

⇒ ワイン作りに関わっている地域住民も多いので、ワインと地域が連携した

イベントやお祭りで盛り上がりたい 

■北鷹栖団地 

⇒ 今は活用されずに寂しいイメージ。住みなれた地区に暮らし続けるための

施設として改修できないだろうか。 

■サクラマスの溯上 

⇒ 魚道を整備したり、ごみが落ちていない環境づくりを進めて、自然豊かな明

るい雰囲気の地域にしたい。 

 

※ 昔のこと ※ 

■神社がかつては４カ所あった。知遠別神社には百段の階段もあった。 

■知遠別小学校や、打本さんが開いていた学校があった 

■かつて市街地にたくさんのお店があった 

 

【コト】 

■公民館の行事が盛り上がる（文化祭、盆踊り子ども縁日、居酒屋、サマーフェスタ‥） 

⇒ 公民館イベントは子どもが楽しめる工夫を続ける。子どもの 声が聞こえ

ると地域が元気になるので、子どもにとって魅力ある北斗地区にしていく。 

⇒ これからも、公民館活動を核に地域住民同士がつながりを持つ。 

※ 昔のこと ※ 

■北斗は「食」が特色！文化祭に併せて持ちよりの料理や漬物コンテストもあった。 

⇒ 昔から食をキーワードに地域づくりをしてきた土台があり、地域には四 

季の里やとわ北斗のぶどう、飲食店もある。かつてと同様に「食」が特色

となる資源がある。当時、料理コンテストに参加していたお母さんたち（70

～80 代の方）や、今の祭り乙女世代でも、同じように持ち寄りコンテスト

をやろうと思えば実現できる。 

■通学合宿（小学生が住民センターに寝泊り） 

■地域住民の団結力、地域コミュニティ 


